
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成 22年 4月 1日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究代表者の専門分野：数物系科学 
科研費の分科・細目：地球惑星科学・層位・古生物学 
キーワード：層位・古生物，古生態，古環境，生痕化石，進化・多様性 
 
１．研究計画の概要 
 沿岸域は，岩石圏，水圏，気圏そして生物
圏の全てが出会う場であり，地球表層環境に
おいてもっとも多様かつ激しい変化が見ら
れる場のひとつである．この沿岸域で形成さ
れた地層は，環境の多様性を反映して古環境
復元の精度がきわめて高い．こうしたことか
ら，本研究では，沿岸域で形成された地層群，
ならびに，そこに含まれる体化石と生痕化石
とを統合的に解析して，新生代における古環
境と生物群集とからなる沿岸システムを従
来に無い高い精度で復元し，沿岸システムの
来し方と行く末を知る事を第１の目的とす
る．つづいて，その結果を応用し，古環境解
析，ひいては，それに基づく地質探査に有効
な新生代の沿岸域生痕相モデルを提示する
ことを第 2の目的とする． 
 
２．研究の進捗状況 
 現在まで，古第三系から現世堆積物に至る
各地の新生代堆積物を調査し，多くのデータ
を得ることができた．以下におもな成果を列
記する． 
 まず，四国山地西部に分布する始新統ひわ
だ峠層からは，礫質三角州堆積物を認定し，
一部の層準から海性生痕化石を見いだした．
九州北部の漸新統陣ノ原層では，陸棚-外浜シ
ステムなどを認定し，それらがコンポジッ
ト・シーケンスをなすことを明らかにし，そ
こに産する生痕化石群を記載した．宮崎県都
井岬の漸新統では，波浪卓越型の陸棚-外浜シ
ステムの堆積物と生痕化石群を観察すること
ができた．和歌山県白浜町の中新統白浜層で
は，干潟堆積物に産する特異な生痕化石
の産出層準と共産する生痕化石類につい

て観察を行った．高知県の中新統養老層で
は，沖浜堆積物を認定し，それが，ほぼ全て
の層準を通じて生物撹拌の程度がきわめて低
く，生痕化石の頻度や多様度もきわめて低い
特異な岩相を示すこと，未固結変形も高い頻
度で見られることを明らかにした．これらの
特徴は，当時の活発なテクトニック変動のも
とに，きわめて急速な砕屑物の供給が起こっ
ていたこと考えれば説明できるだろう．広島
県の備北層群では，特徴的な角礫岩層を
解析した．この角礫岩は，従来，漠然と
“カキ礁”で形成されたと言われてきた
が，こうした形成機構では説明できず，
津波堆積物と考えるのが最も合理的であ
る事がわかってきた．北海道の更新統池田
層群では，沿岸システム中のある堆積場に特
徴的に産する未記載生痕化石についての情報
を得ることが出来た．房総半島の下総層群で
は，成果の公表へ向けて堆積相と生痕化石群
集に関する補足的調査を行った．さらに，愛
媛県西条市の現世潮汐低地堆積物中の生痕フ
ァブリックと埋在動物の観察も行った． 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している． 
 （理由） 
 上記のように，各地の堆積物から重要な情
報を得ることができた．さらにこれらの成果
の一部は，6 編の査読付き論文の他，6 件の
国際学会講演を含む 22 件の学会講演として
公表している．さらに，最終年度である 22
年度には，こうした成果が認められ国際的な
研究集会 (Latin-American Symposium on 
Ichnology) で基調講演（招待）を行うことと
なった．これらのことから，おおむね良好な

研究種目：基盤研究 (C) 

研究期間：  2007~2010 

課題番号：19540494 

研究課題名（和文） 新生代における沿岸システムの高精度復元と生痕相モデルの構築 

                     

研究課題名（英文）High-resolution reconstruction and ichnofacies modeling of Cenozoic 

coastal systems 

研究代表者 

奈良正和（NARA MASAKAZU） 

高知大学・教育研究部自然科学系・准教授 

 研究者番号：90314947 

 
 



 

 

達成状況にあると思われる． 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度には，本課題の総仕上げとして，
補足的な調査を行う予定である．さらに，1
件の基調講演（招待講演）を含む 2件の国際
研究集会での発表が予定されている．こうし
た講演やさらなる論文公表を通じて成果の
まとめを行っていきたい． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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